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はじめに

　２０１１年福島の原子力発電所事故によって、国民の放射線に関する関心は高くなっている。当時、著者

は報道されるシーベルトやベクレルなどの意味がわからず、その値が安心できる数値なのか、自宅付近では

どうなのかが非常に不安だった。さらに放射性物質の食品汚染に関する報道があり、東京では乳児が水道水

を飲むことができない時期もあった（朝日新聞2011）。あれから約2年半が過ぎようとしている。自分の生

活環境に目を向けたとき、果たしてこの地域には放射性物質が降り注いだのか、降り注いだとすれば、他の

地域に比べ、どの程度だったのか、そして現在ではどうなっているのかなど、まだ不安に思うことが多い。

テレビや新聞、インターネットでの放射能汚染に関する情報は多いが、それは専門的内容であったり、どこ

に関連づけてよいのかがわからない情報もある。もし、放射能汚染によるリスクがあるなら、家族や学校や

地域などで、共通認識をもつことが大切であり、それには身近な地域の事実に基づいた、わかりやすく整理

された資料、ファクトシートが必要である。

　そこで、ここでは健康で安全な暮らしを願う生活者の視点からファクトシートづくりを通して得られる知

見を解説していくとともに、この活動が学校教育の中でどのように位置づけられるのかについて述べていく。

　具体的には居住している北区のホームページから「平成24年度遊具まわり等の空間放射線量測定結果」に

注目した。そこには除染前、除染後、約１年後の汚染状況及び除染処理効果などを見ることができるが、あ

まりにも測定ヵ所が多いため、除染の基準値以上の箇所を抽出したデータを用いた。調査していく中で、基

準値は区市によって違いがあことに気付き、まずそれを明らかにした。次に小学校、幼稚園、保育園のデー

タから基準値超えの箇所の特徴について考察した。学校教育の中で、ファクトシートづくりの位置づけは、

中学校「保健体育科」「理科」「社会科」「技術・家庭科」の学習指導要領の目標から一考したので述べて

いく。

１．方法

１－１　統計：　SPSS ver.12



−10−

２．結果と考察

２－１　区市の除染基準値

　放射性物質汚染対処特措法に基づく汚染状況重点調査地域の指定や、除染実施計画を策定する地域の要件

を、毎時0.23マイクロシーベルト（μSv）以上の地域であるとしている（東京都環境局HP）。「追加被ばく

線量年間１ミリシーベルトの考え方」（環境省a）では空間線量率の測定位置は地上５０cm～１mである。ま

た、平成２５年６月版「除染関係 Ｑ＆Ａ」（環境省b）では「主な利用者が幼児・低学年児童等である公園

等においては、５０cm の高さで測定します。」とあることから、各区市はこれを参考にしている。区市の

除染基準を表１に示した。

表１　区市の除染基準値

　高さ5cmで「0.25μSv/h」以上が「北区」「渋谷区」「千代田区」である。北区では自然放射線量を東京

都健康安全研究センターが提示している0.05μSv/hを用いている。次に高さ5cmで「0.23μSv/hを越えた値」

とは0.24μSv/h以上であり、「小金井市」「戸田市」がある。次に高さ5cmで「0.23μSv/h以上」は「江戸

川区」「豊島区」「川口市」「立川市」「新宿区」があり、柏市は高さ50cm測定でこの値を除染の基準値に

している。次に高さ5cmで「0.19μSv/hを越えた値」が「川崎市」であり、表１の中では最も低い値である。

川崎市は「自然界の放射線量（0.04μSv）を加味していない」としている。柏市はその地域の平均的な放射

線量が１時間当たり0.23マイクロシーベルト以上の地域＝「汚染状況重点調査地域」に指定されている（環

境省d）。50cmの高さを基準にしているところはこの他に宇都宮市、小山市などがある。

２－２　小学校、幼稚園、保育園

　北区が公開しているデータを活用する。24年度版では23年度のデータもあり、その時間的経緯がわかるよ

うになっている。そこで24年度版小学校、幼稚園、保育園、公園「遊具まわり等の空間放射線量測定結果」

を用いて、除染前2011年の汚染状況を把握する。

２－２－１　小学校

　北区では平成23年度及び24年度の２度に渡って、全38小学校の空間線量率を調べている(北区a)。各学校

によって測定カ所は異なっているが、「正門」、「鉄棒の下」、「ビオトープ付近」、「花壇」、「手洗

い場」、「ジャングルジムの下」、「雨どい下」などがあり、293カ所（6～14カ所/校）が測定されている。

ここでは2011年除染前の0.25μSv/h以上の箇所を抽出し、染後の空間線量率を表２にまとめた。



−11−

表２　小学校の除染

　基準値超えは20校（全38校中）53％、 35カ所（全293カ所中）12％であった。汚染程度は0.25～1.01μ

Sv/hであった。処置として、高圧洗浄、土の入れ替えなどが行われ、約１ヶ月経過後に２回目の測定が行わ

れ、表中の19校（95％）が基準値未満になった。約１年後の3回目の測定では全校が基準値未満になった。

　表にある35カ所中の「雨どい下」数は27カ所（全35カ所中）71％、「排水溝」は4カ所11％、残りは遊具

（のぼり棒など）下であった。元データ293カ所中では「雨どい下」数は80カ所（29％）の測定があった。

「放射性物質による局所的汚染箇所への対処ガイドライン」（環境省ｄ）では「雨水排水が集まる場所で土

壌・落葉等が集積している場合には、そこに放射性物質が濃集（蓄積）し、高い濃度の放射性物質が観測さ

れる可能性が高い。」と指摘している。表２で「雨どい下」が多くあったことはそれが実証された結果であ

ると考えられる。

２－２－２　幼稚園・保育園

　幼稚園・保育園でも平成23年度及び24年度に渡って、空間線量率調査が行われている。幼稚園では全25園、

151カ所（5～6カ所/園）が測定されている。測定カ所は園によって異なっているが、「ジャングルジム下」、

「すべり台降り口」、「砂場」、「花壇」などが多い。基準値0.25μSv/h以上を抽出し、表3にまとめた。

　保育園では全58園、343カ所（5～6カ所/園）が測定されている。測定カ所は園によって異なっているが、

「すべり台下」、「ジャングルジム下」、「砂場」、「ブランコ下」などが多い。基準値0.25μSv/h以上を

抽出し、表4にまとめた。
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表３　幼稚園の除染

表４　保育園の除染

　表3の幼稚園では基準値超えが3園（全25園中）12％で、3カ所（全151箇所中）2％あった。汚染程度は

0.27～0.31μSv/hであった。処置として「清掃」「洗浄」が行われ、１年後では0.11 ～0.20μSv/hに減少

した。表4の保育園では基準値超えは１園（全58園中）2％で、2カ所（全343カ所中）0.6％であった。汚染

程度は0.27～0.28μSv/hであった。処置として「洗浄」が行われ、１年後では0.11 ～0.12μSv/hに減少し

た。基準値超えの特徴は小学校の場合と同様であり、雨水の流れによって砂などがたまるような箇所の空間

線量率が高かった。

２－３　公園

　誰でも健康に安全に生活したいと思う気持ちがある。著者の住居は北区であり、勤務地は柏市にある。生

活環境の放射能汚染状況がわからないままでは、不安感が増すばかりである。公園は乳幼児から高齢者まで

利用されることから考えれば、安全な場所でなければならない。それは除染基準未満の環境であるか、否か

である。ここでは除染前の柏市、北区周辺の区の空間線量率データを利用して把握する。

２－３－１空間線量率平均値

　北区、江戸川区、渋谷区、豊島区、柏市では共通して測定機器TSC-172B（柏市ではこの機種を使用した箇

所のみを抽出）が使用されている。測定条件は高さ5cm（柏市の5cm測定値を使用）のデータを用いた。除染

前の測定時期は2011年が多いことから、ほぼ比較できる条件にあると考えた。

　公園の空間線量率平均値を表５及び図１に、多重比較を表６に示した。
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表５　区市の空間線量率（μSv/h）

図１　空間線量率

表６　多重比較

　北区では863カ所が測定され、空間線量率の平均値は0.116μSv/hであった。江戸川区では295カ所、0.129

μSv/h、渋谷区では54カ所、0.083μSv/h、豊島区では193カ所、0.102μSv/h、柏市では636カ所あったが、
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区と比較するため、同一機種（TSC －172B）の値の箇所のみを抽出し、212カ所0.340μSv/hであった。

　区市の測定値平均に有意な差があるのかを確かめる分散分析を行ったところ、F(4,1612)=691.3,p<0.001

のように地域間で有意な平均値差が見られ、多重比較により柏市＞「江戸川区」＞「北区」＞「豊島区」＝

「渋谷区」であった。北区は東側に位置する「江戸川区」より低く、南に位置する「豊島区」「渋谷区」よ

りは高いことがわかった。柏市は北区に比べ約3倍高い空間線量率であることがわかった。

２－３－２　北区

　北区の公園は156園あり、１公園あたり5～6カ所の測定がなされ、全測定カ所は863カ所である。各園に

よって測定箇所は異なっているが、「鉄棒の下」、「砂場」、「すべり台降り口」、「ブランコ下」、「水

飲み場集水マス」など子どもが主に活動する場所が多い。基準値0.25μSv/h以上を抽出した結果を表7に示

した。

表７　北区の公園

　公園では9園（156園中）で6％、12カ所（863カ所中）1％が基準値超えであった。処置として「砂の入れ

替え」「土の入れ替え」「洗浄」「コンクリート表面削り」などが行われ、１年後には基準値超えは無く

なった。測定カ所863カ所は小学校（293カ所）に比べ2.9倍であるにもかかわらず、基準値超えの箇所は小

学校に比べ約1/3であった。公園の「雨どい下」測定は5カ所（863カ所中）、0.6％であり、小学校の29％に

比較すると著しく少ない。公園では子どもが遊ぶ遊具周りを中心に測定したと推測できるが、「雨どい下」

など局所的に放射性物質がたまる箇所の測定が少なすぎる感がある。「放射性物質による局所的汚染箇所へ

の対処ガイドライン」（環境省d）には雨水・排水が集まる場所には高い濃度の放射性物質が観測される場

合があるとしている。また、「校内において高い線量率が予想されるポイント」（文部科学省）にも「雨水

が集まるところ及び出口」「植物及びその根元」「雨水・泥・土がたまりやすいところ」などをあげられて

いる。また子どもは公園のどのような場所でも遊ぶことから、これらの箇所の測定を北区に要望することを

考えている。

２－３－３　豊島区

　豊島区は「局所的に高い値を計測した場所に関する測定結果と対応状況」を2012年7月に公表している。

地上5cmのデータだけを整理して、表8に示した。
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表８　豊島区の公園

　基準値0.23μSv/h以上は34公園、46箇所あった。対応前の空間線量率は0.23～0.69μSv/hの範囲にあった。

除染後、すべての箇所で基準値を下回った。ここで注目することは「発見」の欄であり、区民によるもの22

箇所（48％）があった。電話で伺ったところ、簡易型測定器の貸し出しはしておらず、区民自身が持ってい

る測定器の結果を自主的に報告しているとのことであった。「測定場所」に注目すると、「排水溝」「雨水

ます」「雨どい下」が散見され、このような箇所での濃縮効果が都内の放射能汚染の特徴であると考えられ

る。
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２－４　教材化試案

２－４－１　ファクトシートづくり

　様々な放射能汚染に関する情報は環境省や文科省、区や市などに散らばっており、自分の身近な地域環境

が具体的にどの程度放射能汚染されているのかが理解しにくい。そこで生活者の健康・安全の視点から身近

な環境の放射能汚染状況の経緯を知るファクトシートづくりをしてきた。明らかになったことは２つあった。

一つ目は除染の基準値超えの特徴、雨水が集まり流れ込む所であった。二つ目は北区公園ではこのような箇

所の測定をあまりしていないことであった。ファクトシートづくりは、他の地域でも放射能汚染の実態を知

ることができ、健康・安全に身近な環境と関わりあえる生活者として意味がある。児童・生徒も生活者であ

り、ファクトシートづくりを学校教育で取り上げることは重要である。

２－４－２　学習指導要領の位置づけ

　上述してきた活動を学校教育の中で行うとしたらどこに該当するのかを一考する。川又（2011）は「教科保

健における放射線の健康影響を取り扱う指導計画の試案」の中で、取り扱う教科として「保健体育科」「理

科」「社会科」「技術・家庭科」をあげていることから、これら教科の学習指導要領の目標から、ファクト

シートづくりの位置づけを述べていく。

　中学校「保健科体育科」の目標は「個人生活における健康・安全に関する理解を通して、生涯を通じて自

らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる。」であり、“生活における健康・安全に関す

る理解を通して・・・自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる”が今回のファクト

シートづくりによって、育まれる内容そのものである。

　「理科」では「自然の事物・現象に進んでかかわり、目的意識をもって観察、実験などを行い、科学的に

探究する能力の基礎と態度を育てるとともに自然の事物・現象についての理解を深め、科学的な見方や考え

方を養う。」である。汚染されてしまった環境にどう関わっていくかは理科の目標からは見えにくい。しか

し、2年も経過して放射性物質がまだら模様になっていることを理解させることは重要である。雨水の流れ

によって運ばれる砂粒がたまっていく実験などを通して、放射性物質の蓄積箇所を類推させる教材化ができ

る。

　「社会科」では「広い視野に立って、社会に対する関心を高め、諸資料に基づいて多面的・多角的に考察

し、我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を深め、公民としての基礎的教養を培い、国際社会に生きる平

和で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う。」である。放射能汚染された生活

環境とは果たして、どの程度なのかなど周辺の区市や環境省、文科省のデータを整理して解釈しようとした

ことが“諸資料に基づいて多面的・多角的に考察し”に該当する。このデータは家族や地域の人たちとリス

クコミュニケーションの土台になるかもしれない。また、区市が除染する当事者であることから、そこに除

染を要望することを考えれば“公民的資質の基礎を養う。”に該当し、教材化ができる。

　「技術・家庭科」は「衣食住などに関する実践的・体験的な学習活動を通して、生活の自立に必要な基礎的・

基本的な知識及び技術を習得するとともに、家庭の機能について理解を深め、これからの生活を展望して、課題

をもって生活をよりよくしようとする能力と態度を育てる。」である。内容「保育」では自然環境での遊びが重要

であるが、今回の調査の結果から考えれば、落ち葉などがたまっているところは、放射能汚染物質濃度が高いと

考えられる。このことを踏まえ、遊び場を考えさせていくことが“課題をもって生活をよりよくしようとする能力

を育む”に該当し、教材化ができると考えられる。

まとめ

　今まで述べてきたことをまとめると、１）今回調査した地域の多くは除染基準が高さ５cmで「0.19μSv/h

越えて」から「0.25μSv/h以上」で、「汚染状況重点調査地域」である柏市は高さ50cmで「0.23μSv/h以上」

であった。２）北区は豊島区や渋谷区よりも放射能汚染が高く、江戸川区や柏市よりは低くかった。３）北

区小学校では除染の基準値超えは「雨どい下」などの箇所が多かった。４）北区公園では基準値超えが予想

される「雨どい下」などの箇所の測定が少なかった。

　このような資料作りを通して、本研究の動機であった、身近な生活環境の不安はある程度減少した。

ショックだったことは東京の自宅付近にも放射性物質は確かに降り注いでいたことだった。環境省が定めた
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「追加被ばく線量を年間１ｍSv以下」を健康・安全の基準と考えるなら、各区市が示す除染基準超えそうな

箇所を避けた生活行動が重要であり、実践的かつ生活に役立つ教材開発が望まれる。
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